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オランダに発生するチューリップシビアモザイク

ウイルス感染チューリップ葉の電顕観察
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Abstract　:　Electron　microscopy　of　thin　sections　of　tulip　leaves（cv、Ivory　Floradale）、systemically

infected　with　tulip　severe　mosaic　virus，revealed　virus　particles　in　the　parenchyma　cells　ofvascular

bundle　and　xylem　elemellts，In these　cells，masses　of　virus　particles　existed　in　the　cytoplasm　and

nucleus，alld　also　large　intracellular　inclusioll　bodies　consistillg　of　paracrystallile　arrays　of　virus
particles　were　seen．　However，characteristic　vesicles　induced　by　subgroup　I　Closteroviruses

(FRANCK et al.,19851)were　not　found　ill　the　phloem　parenchyma　cells．

は　じ　め　に

　Tulip　severe　mosaic　virus（TSMV）はチューリッ
ブの数品種しApeldoom，IvoryFloradaleなど）の葉

に明りょうな黄色～白色の小リングまたは斑点が葉脈

に沿って連なったような条斑（Fig．1）あるいは花に小

さな黄色条斑を生じるCAsJEs，1985）。TSMVの発生

は現在のところオランダのごく一部地域のチューリッ

プに限られており，本病の発生状況から土壌伝染の可

能性が疑われている。TSMVは300～2，000nmの長い

ひも状粒子で，粒子長からClosterovirus群に属する
ウイルスと推測されているが（AsJEs，1983，1985），ウ

イルスの理化学的性状あるいは媒介者については明ら

かでない。

　1986年5月オランダにおいて，本病を見る機会を得

た折，TSMVの細胞内所在様式を調査する目的で，病

徴が明りょうに現れている葉の一部をグルタールアル

デヒド固定液に浸漬して，我が国へ持ち帰り，超薄切

片法による電顕観察を行い，若干の知見を得たので報

告する。

　報告するに当たり，TSMVのり病葉および保毒球根

を快く提供下さったDr．C．」、AsJEs　（Flower　Bulb

ResearchInstitute，Lisse）に厚くお礼申し上げる。

材料および方法

Fig．1． Yellow（chlorotic／streak　oll　the　leaves　of

tulip　in　the　Netherlands with　tulip　severe

mosalc　virus

　オランダで前固定し持ち帰った試料＊（品種lvory

Floradale）を2％オスミック酸で固定し，アルコール

系列で脱水後常法によりエポキシ樹脂に包埋した。

＊　ほ場でり病株を採集後オランダのリッセ球根研究

　所でdip法により電顕観察を行い，TSWV以外の
　ウイルス様粒子が観察されないことを確認した。
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Porter Blum　MT 2B型ミク・卜一ムで超薄切片を

作製し，酢酸ウラニルと酢酸鉛で染色後日立HU－12

型電子顕微鏡で観察した。

　また，農林水産大臣の特別許可し農林水産省指令61

横値第1388号）を得て輸入したTSMV保毒チュー

リップ球根品種Apeldoomを鉢植えし，温室内で育成

して病徴観察を行った。dip法によるウイルス粒子の

検出には2％リンタングステン酸，pH5、5を用いた。

結果および考察

　TSMV保毒“Apeldoom”は，葉に白色～灰白色の

斑点が連なった条斑を生じたが，温室内の病徴は比較

的軽かった。これらの葉の病徴の現れている部位から

dip法によりウイルス粒子の検出を試みたところ，長

いひも状粒子が容易に観察され，粒子の長さは1，600

～2，400nm，幅は約1211mであった（Fig．2）。これらの

ひも状粒子は長さの点からASJES（1983）が報告した

TSMVと思われる。

　り病葉の磨砕液をタバコ（White　Burley），
ノVガビo’iα1～αgh！！ノnosα，Ch61～oρ04ガ2〃’¢σz〃アzoα，C41撚芦

〃n漉0／07などの植物に汁液接種を試みたが成功しな

かった。

　葉組織の超薄切片による電顕観察では，ひも状粒子

は維管束柔細胞に存在し，導管内にも少数の粒子が観

察されたが，葉肉細胞では見られなかった。維管束柔

細胞ではひも状粒子は細胞質および核内に集塊あるい

は散在して認められた（Figs．3－8）。また，細胞質内に

はひも状粒子が平行に密に並んで，大きな封入体を形

成し，その大きさは長径で5μmに達するものが見ら

れた（Figs．3、6，7）。散在するひも状粒子は非常に屈

曲性に富み，ルーブを形成している粒子も多数観察さ

れた受Fig，8）。粒子の幅は約10nmであった。色素体

やミトコンドリア内にはひも状粒子の存在は見られな

かったが，ミトコンドリアの膨潤あるいは奇形化が認

められた隻Figs．5，7）。

　チューリップに感染するウイルスで，ひも状の粒子

形体を示すものとしては，TSMV以外にTulip
mosaic　virus，1ily　symptomless　virus，tulip　virus　X

などが知られているが，本組織切片で観察されたひも

状粒子は細胞内の所在様式あるいは粒子の形状から

TSMVと思われる。

　TSMVは粒子の形状および所在様式からもASJES
（1983）が報告しているように，Closterovims群に属す

ると思われる。

Fig．2．　Virus　particles　hl　crude　sap　of　infected

　　　tulip　leaf，　negatively　stained　　in　　phos－

　　　photungstate．Bar　represents 500 nm．

　LlsTER　alld　BAR－JosEPH（1981）あるいはFRANcKI

ら（1985）はClosterovirus群のウイルスを2，3のsub－

groupに分けており，長さ1，000nm以上の大部分のウ

イルスはbeet　yellows　virusを代表種とするsub－

groupIに入っている。SubgroupIのウイルスの共通

する細胞内所見としては，飾部え死，舗部局在性で大

きな集塊をつくること，特徴あるvesicle構造の形成

などがあげられている。本組織切片の観察では顕著な

箭部え死やvesicle構造は観察されず，また，封入体の

構造においても，BAR－JosEPHら（1977）がcamation

necrotic　neck　virusで報告した像に類似し，ひも状粒

子が密に結晶状に配列した特徴ある像を呈し，sub－

grouplのウイルスで得られている所見とやや異なる

知見が得られた。
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3-8. Electron micrographs of thin sections from mature tulip leaves infected with tulip severe mosaic virus. 

Sections showing vascular parenchyma cells, containing virus aggregates. 
lb ; inclusion body R ; ribosome M ; mitochondorion V ; virus N ; nucleus W ; cell 
wall  O ; osmiophilic globule Xy ; xylem  P ; plastid 
3. Potion of a parenchyma cell, containing the inclusion bodies in the cytoplasm. x 13,500. 
4. A mass of virus particles randomly aggregated in the cytoplasm. x 15,500. 

5. Portion of xylem parenchyma cell, next to xylem element. A small aggregate of virus particles (arrow) 
is embedded in nucleus x80,00. 

6. Inclusion body consisting of a huge accumlation of virus particles in crystalline array. ><20,500. 

7. Inclusion bodies showing the reticulate pattern. x 15,500. 

8. Flexuous virus particles scattered randomly within the cytoplasm. The particles with a loop (arrows) 
are seen. x 52,500. 


